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中国 3,122.30 4,456.50 5,778.90 15.6 29.7
シンガポール 2,878.20 3,618.50 4,597.60 12.4 27.1
台湾 2,915.80 3,698.00 4,329.00 11.7 17.1
日本 2,994.00 3,552.60 4,093.00 11.1 15.2
韓国 2,624.40 3,328.40 3,600.50 9.7 8.2
タイ 1,281.60 1,858.10 2,393.20 6.5 28.8
マレーシア 932.6 1,214.70 1,258.60 3.4 3.6
香港 1,144.20 1,074.70 1,235.80 3.3 15











ブルネイ 36 47 13,244 540.6 95 88
カンボジア 1,340 42 314 7.0 79 58
インドネシア 21,447 2,085 972 16.5 92 82
ラオス 566 20 361 1.8 74 50
マレーシア 2,477 1,032 4,164 223.2 91 84
ミャンマー 4,936 96 195 3.32 89 81
フィリピン 8,150 804 986 8.5 96 95
シンガポール 425 914 21,495 106.2 96 88
タイ 6,201 1,433 2,311 83.6 － －






米国 3,938.50 4,992.30 5,930.60 18.3 18.8
日本 2,909.20 3,502.40 4,411.20 13.6 25.9
中国 1,727.70 2,735.50 2,961.00 9.1 8.2
オーストラリア 1,420.40 1,821.70 2,570.20 7.9 41.1
シンガポール 1,024.50 1,370.00 1,808.50 5.6 32
ドイツ 854.8 1,066.20 1,086.70 3.3 1.9
英国 754.8 1,011.40 1,015.80 3.1 0.4
台湾 749.4 905.9 936.2 2.9 3.3
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１位 中国 １位 中国 １位 中国
２位 インド ２位 インド ２位 ベトナム
３位 ベトナム ３位 タイ ３位 インド
４位 ロシア ４位 ベトナム ４位 タイ



























































 GDP成長率 農業 工場 サービス業
1986 2.8 2.9 10.9 －2.3
1987 3.6 －1.1 8.4 4.6
1988 6.0 3.6 5.0 8.8
1989 4.7 7.0 － 2.6 7.9
1990 5.1 1.0 2.3 10.2
1991 5.8 2.2 7.7 7.4
1992 8.7 6.9 12.8 7.6
1993 8.1 3.3 12.6 8.6
1994 8.8 3.4 13.4 9.6
1995 9.5 4.8 13.6 9.8
1996 9.3 4.4 14.5 8.8
1997 8.2 4.3 12.6 7.1
1998 5.8 3.5 8.3 5.1
1999 4.8 5.2 7.7 2.3
2000 6.8 4.6 10.1 5.3
2001 6.9 3.0 10.4 6.1
2002 7.1 4.2 9.5 6.5
2003 7.3 3.6 10.5 6.5
2004 7.8 4.4 10.2 7.3
2005 8.4 4.0 10.6 8.5
（出所：アジア開発銀行　Key　Indicators）
表８　ドイモイ（1986年）後の経済指標の推移
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ス・ミャンマーを経てタイのバンコクへと至
る物流ルートである。すでに使用は始まって
おり、2011年にタイ・ラオス間を結ぶ「第
３メコン国際橋」が完成すれば全面開通とな
る。もともと、中国・雲南省とラオス、タイ
の間はメコン川の水上交通によって物流が行
われていた。しかしメコン川はタイ東部のラ
オス国境に沿って流れており、タイ中心部と
はつながっていなかった。南北回廊が開通す
れば、中国とタイの首都バンコクが直結する
ことになる。中国にとって、南北回廊は東南
アジアとの経済関係を深めるうえで重要な存
在なのだ。南北回廊経由で中国製品をインド
シナ半島に輸出できるだけでなく、人件費が
高くなっている中国沿岸部からラオスなどに
製造拠点を移して製品を逆輸入したり、その
まま東南アジアで販売したりすることもでき
るようになる。中国とASEANは、2005年
に自由貿易協定（FTA）を締結した。それ
以降、両地域間の貿易額は急増している。中
国とASEANを結ぶ物流ルートには、中国・
広西チワン族自治区の南寧とベトナムのハノ
イを結ぶ南寧－ハノイ回廊もある。南北回廊
かできることで中国とASEANの関係がさら
に緊密になり、中国の発展とASEANの発展
が結びついていくことになると予想されてい
る。この他にタイのバンコク、カンボジアの
プノンペン、ベトナムのホーチミンを結ぶ南
部回廊も現在、整備が進んでいる。タイとカ
ンボジアの首都、そしてベトナムきっての大
都市が陸路で直結する意味は大きい。国境を
接していないタイとベトナムの経済が密接に
結びつき、インドシナ半島全体に影響を及ぼ
す力になる。４本の回廊によってベトナム、
ラオス、カンボジア、タイ、ミャンマーの「陸
のASEAN」が陸路でつながるとともに、中
国とも結びつくのである。マレーシア、シン
ガポール、ブルネイ、フィリピン、インドネ
シアの「海のASEAN」は海路でベトナム、
タイ、ミャンマーなどとつながり、インドに
も通じている。そして、陸路もインドまで結
ばれる計画がある。中国、ASEAN、インド
の３つの市場がつながり、有機的に発展する
という期待感がある。これが21世紀のアジ
アである。
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